
お知らせ

 ◦保育幼稚園課（西館１階）  【担当】西村・矢ヶ部　☎37・6109
◦市民図書館 三日月館　　  【担当】福地・田島　　☎72・4946

小城市嘱託職員を募集します

募
集
職
種

〈
保
育
士（
ク
ラ
ス
担
任
）〉

〈
看
護
保
育
士（
ク
ラ
ス
担
任
）〉

〈
司
書
〉

採
用
日　

　
平
成
３０
年
４
月
１
日
以
降

雇
用
期
間　
１
年

（�

勤
務
成
績
な
ど
に
よ
り
再

度
の
雇
用
あ
り
）

受
付
期
限　
１２
月
１２
日
㈫

※�

郵
送
の
場
合
は
１２
月
１２
日
㈫

の
消
印
有
効

申
込
方
法
（
提
出
書
類
）

　
写
真
を
添
付
し
た
市
販
の
履

歴
書
お
よ
び
資
格
証
の
写
し
を

担
当
課
へ
持
参
ま
た
は
、
封
筒

の
表
に
「
履
歴
書
在
中
」
と
朱

書
き
し
て
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

履
歴
書
の
返
送
は
し
ま
せ

ん
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

提
出
先

〈
保
育
士（
ク
ラ
ス
担
任
）〉

〈
看
護
保
育
士（
ク
ラ
ス
担
任
）〉

〒
８
４
５

−

８
５
１
１

（
小
城
市
役
所
専
用
の
郵
便
番
号
）

小
城
市
役
所

保
育
幼
稚
園
課　
宛

〈
司
書
〉

〒
８
４
５

−

0
0
2
1

小
城
市
三
日
月
町
長
神
田
１
８

４
５

小
城
市
民
図
書
館

三
日
月
館　
宛

採
用
方
法

　
後
日
、
試
験
を
行
い
採
用
の

可
否
を
決
定
し
ま
す
。

区分 職種 業務内容 必要な
資格など

基本的な
勤務形態

主な
勤務場所

募集人員
（予定） 報酬

嘱
託
職
員

保育士
（クラス担任） 保育業務 保育士

月～土（月22日程度）
7時15分～19時うち

7時45分勤務（早出・遅出あり）
市内保育園 7人

月額
171,000円看護保育士

（クラス担任）
保育業務・
看護業務　

看護師・
准看護師

月～金（月22日程度）
8時30分～17時15分 市内保育園 1人

司書 図書館
サービス業務

司書資格
パソコンの
操作ができる

火～日（月17日）
8時30分～19時30分うち

7時45分勤務（早出・遅出あり）
市民図書館 5人 月額

153,500円

採
用
職
種

〈
病
院
事
務
〉　

�

１
人

採
用
日　

　
平
成
３０
年
４
月
１
日

受
験
資
格

　
昭
和
6２
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
人
。

試
験
日
時

　
第
１
次
試
験　
書
類
選
考

　
第
２
次
試
験　

　
平
成
３０
年
１
月
14
日
㈰　

　
1０
時
３０
分
～

会
場　
小
城
市
民
病
院　

　
　
　
３
階
研
修
室

科
目

　
作
文
試
験
・
集
団
討
論
・

　
面
接
試
験

受
験
手
続

　

申
込
書
お
よ
び
試
験
案
内

は
、
小
城
市
民
病
院
窓
口
で
交

付
、
ま
た
は
市
民
病
院
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

　
詳
細
は
試
験
案
内
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

　
11
月
2０
日
㈪
～
12
月
８
日
㈮

 小城市民病院  【担当】西田・手塚　☎73・2161

小城市民病院職員採用試験
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 建設課（東館１階）  【担当】圡井・永田　☎37・6120

市営牛津団地　車椅子専用住戸入居者を募集します
（随時募集）

　
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
対
応
し
た

「
車
椅
子
専
用
住
戸
」
へ
の
入

居
者
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
団
地

　
牛
津
団
地　
２
戸

（
車
椅
子
専
用
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）

　
牛
津
町
牛
津
７
１
９
番
地
１

入
居
資
格

・�

公
営
住
宅
法
で
定
め
る
政
令

月
収
が
１５
万
８
千
円
以
下

（
高
齢
者
、
心
身
障
が
い
者

な
ど
の
世
帯
で
は
２１
万
４
千

円
以
下
）
で
あ
る

・�

入
居
者
も
し
く
は
同
居
者
に

身
体
障
害
者
等
級
１
〜
４

級
、
ま
た
は
介
護
認
定
１
以

上
が
あ
り
、
必
要
に
応
じ
て

現
に
車
椅
子
を
利
用
し
、
か

つ
歩
行
が
困
難
で
あ
る
こ
と

の
医
師
の
証
明
が
あ
る

冊
子
な
ど
の
配
布

　
建
設
課
の
窓
口
で
配
布
し
ま

す
。

受
付
場
所
・
時
間

　
建
設
課

　
８
時
３０
分
〜
１7
時
１５
分

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

※�

随
時
募
集
に
つ
き
、
車
椅
子

専
用
住
戸
２
戸
の
入
居
者
が

決
ま
り
次
第
、
受
付
を
終
了

し
ま
す
。　

小城市ホームページから
検索市営住宅　募集

▲市営牛津団地▲車椅子タイプ�浴室

 選挙管理委員会事務局（西館２階） 
【担当】森永・田中　☎37・6114

小城市議会議員
選挙を執行します

　
平
成
３０
年
２
月
２8
日
に
小

城
市
議
会
議
員
が
任
期
満
了

を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
小
城

市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
市

議
会
議
員
選
挙
の
選
挙
期
日

を
次
の
よ
う
に
決
定
し
ま
し

た
。

告
示
日

　
平
成
３０
年
２
月
４
日
㈰

投
開
票
日

　
平
成
３０
年
２
月
１１
日
㈰

　
ま
た
、
立
候
補
予
定
者
説

明
会
を
次
の
日
程
で
開
催
し

ま
す
。

日
時　
１２
月
２２
日
㈮

　
　
　
１０
時
〜

場
所　
小
城
市
役
所　
西
館

　
　
　
大
会
議
室
A

・

B

　
説
明
会
で
立
候
補
に
必
要

な
書
類
を
配
布
し
ま
す
の

で
、
立
候
補
あ
る
い
は
立
候

補
者
の
推
薦
を
考
え
て
い
る

人
は
必
ず
出
席
し
て
く
だ
さ

い
。
１
候
補
者
に
つ
き
３
人

以
内
の
出
席
で
お
願
い
し
ま

す
。

小城市ホームページから
検索市議会議員選挙

　
小
城
市
の
職
員
を
名
乗
る

人
か
ら
、「
今
年
の
健
診
は
受

け
ま
し
た
か
？
息
子
さ
ん
は

職
場
で
健
診
を
受
け
ら
れ
て

ま
す
か
？
息
子
さ
ん
の
職
場

を
教
え
て
く
だ
さ
い
」
と

い
っ
た
、
健
診
の
こ
と
に
関

連
付
け
て
個
人
情
報
を
聞
き

出
す
事
案
が
発
生
し
て
い
ま

す
。

　
も
し
、
怪
し
い
と
思
わ
れ

る
電
話
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

小
城
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

ま
た
は
警
察
な
ど
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

小
城
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

相
談
日

　
毎
週　
月
・
火
・
水
・
金

相
談
時
間

　
９
時
３０
分
～
12
時

　
1３
時
～
16
時
３０
分

相
談
場
所

　
小
城
市
役
所

　
西
館
１
階
（
相
談
室
１
）

電
話
番
号

　
☎
７2
・
５
６
６
７

 健康増進課（西館１階）  
【担当】篠原・横尾　☎37・6106

個人情報詐欺にご注意を！
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お知らせ

 まちづくり推進課（東館１階）  【担当】挽地・冨永　☎37・6121

「小城市立地適正化計画」について説明会を開催します

　
市
で
は
、
い
つ
ま
で
も
暮
ら

し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
に
向

け
て
、「
小
城
市
立
地
適
正
化
計�

画
」の
作
成
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
平
成
２8
年
度
に
「
都
市
機
能

誘
導
区
域
」
を
設
定
、
公
表
し

ま
し
た
。

　
今
回
、「
居
住
誘
導
区
域
」
の

設
定
に
向
け
て
、「
小
城
市
立
地

適
正
化
計
画
」
の
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

立
地
適
正
化
計
画
と
は

　
人
口
減
少
や
高
齢
化
が
進
行

す
る
な
か
、
日
常
の
生
活
サ
ー

ビ
ス
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
身
近

に
受
け
る
た
め
に
、
住
宅
や
医

療
・
福
祉
・
商
業
そ
の
他
居
住

に
関
連
す
る
施
設
な
ど
を
指
定

の
区
域
に
誘
導
す
る
こ
と
で
、

コ
ン
パ
ク
ト
な
都
市
構
造
へ
と

転
換
さ
せ
、
都
市
と
し
て
維

持
・
発
展
さ
せ
る
た
め
の
計
画

で
す
。

　
一
定
の
エ
リ
ア
に
お
い
て
人

口
密
度
を
維
持
す
る
こ
と
に
よ

り
、
持
続
的
な
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
ま
す
。

開
催
日
程

※�

説
明
会
は
、
ど
の
日
程
・
会

場
で
も
同
じ
内
容
と
な
り
ま

す
。

　
ど
ち
ら
の
会
場
に
お
越
し
い

た
だ
い
て
も
結
構
で
す
。

小城市ホームページから
検索立適

地区 場所 会場 日程 時間（１時間程度）

小　城 ゆめぷらっと小城 西九州大学
サテライト教室

12月１日（金） 19時～
12月２日（土） 13時～

三日月 ドゥイング三日月 視聴覚室A（西） 12月５日（火） 19時～
12月９日（土） 16時～

牛　津 牛津公民館 研修室1－2 12月２日（土） 16時～
12月６日（水） 19時～

芦　刈 あしぱる 会議室A・B 12月８日（金） 19時～
12月９日（土） 13時～

　
市
が
所
有
す
る
土
地
や
車
両

な
ど
を
一
般
競
争
入
札
に
よ
り

売
却
し
ま
す
。

土
地

・�
小
城
町
松
尾
３
６
５
８
番
地
５

（
横
町
）１
１
５
㎡

・�

三
日
月
町
久
米
１
４
０
８
番
地
２９

（
久
米
）３
３
３
㎡　
　
　

車
両
な
ど

・
消
防
積
載
車　
２
台

・
小
型
消
防
ポ
ン
プ　
２
台

　
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
担
当
課

へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▶
消
防
積
載
車

▶
小
型
消
防
ポ
ン
プ

 財政課（西館２階）  【担当】西・野村　☎37・6117

土地と車両を売却します 小城市ホームページから
検索土地　車両　売却

▶
久
米
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近
年
、
全
国
的
に
中
古
住
宅

の
購
入
や
賃
借
を
希
望
さ
れ
る

人
が
増
え
て
お
り
、
そ
の
流
れ

を
受
け
、
全
国
版
空
き
家
バ
ン

ク
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
で
も
小
城
市
空
き
家
バ
ン

ク
を
運
営
し
て
お
り
、
こ
の
全

国
版
空
き
家
バ
ン
ク
と
の
連
携

に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　
お
持
ち
の
空
き
家
を
「
売
り

た
い
」、「
貸
し
た
い
」
と
考
え

ら
れ
て
い
る
人
は
、
全
国
に
向

け
て
広
報
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
で

す
。

　

資
産
を
有
効
に
活
用
し
ま

し
ょ
う
。

〈
利
用
上
の
注
意
〉

　
市
は
交
渉
お
よ
び
契
約
な

ど
の
仲
介
行
為
は
行
っ
て
お
り

ま
せ
ん
。

　
交
渉
、
契
約
に
つ
い
て
は
当

事
者
間
で
行
っ
て
い
た
だ
き
ま

す
が
、
宅
地
建
物
取
引
業
者
に

仲
介
を
依
頼
す
る
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。

 まちづくり推進課（東館１階）  【担当】北島・南里　☎37・6121

空き家を大募集します 小城市ホームページから
検索空き家バンク制度

♪お役立ち情報♬
《空き家バンクを利用して登録物件を契約したときに使える助成制度》
【購入した場合】    住宅取得奨励金+空き家改修補助
【貸借した場合】　 空き家改修補助
奨励金、補助金は条件がありますので、詳細は問い合わせください！

　
平
成
３０
年
度
か
ら
平
成
３4
年

度
を
計
画
期
間
と
す
る
第
４
次

行
政
改
革
大
綱
（
案
）
を
作
成

し
ま
し
た
。

　
こ
の
第
４
次
行
政
改
革
大
綱

（
案
）
に
対
す
る
皆
さ
ん
の
意

見
を
募
集
し
ま
す
。

資
料
の
公
表
先　

・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

・
企
画
政
策
課　
窓
口

募
集
期
間

　
１１
月
２２
日
㈬
〜
１２
月
２１
日
㈭

意
見
の
提
出

　
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を

明
記
の
上
、
持
参
、
郵
送
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

（
様
式
は
任
意
）

提
出
先

〒
８
４
５

−

８
５
１
１

（
小
城
市
役
所
専
用
の
郵
便
番
号
）

企
画
政
策
課 

宛

　

kikaku@
city.ogi.lg.jp

 企画政策課（西館２階）  【担当】江頭大・江頭裕　☎37・611５　FAX 37・6163

パブリックコメント（意見募集）を行います 小城市ホームページから
検索パブリックコメント

広報

問合せ

登録

紹介

小
城
市
空
き
家
バ
ン
ク

（
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
紹
介
）

※�登録には条件があります。（下記以外にも条件がありますので、
詳細は問い合わせください）
１．�申し込み時点で人が住める状態にあること。
２．�日用雑貨などの消耗品を片付けていること。
３．�当該空き家の所有権などを有し、売却または賃貸を行うこと
ができる人が登録すること。ただし、宅地建物取引業を営む
ものは除きます。
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お知らせ

１３時30分～16時

１３時45分～ 14時40分～

12月3日
（13時開場）

一時保育希望の人は11月29日（水）までに
企画政策課（☎37・6115）まで
お申し込みください。

■主催：小城市 /受託団体：小城市男女共同参画ネットワーク
■問合せ：小城市男女共同参画ネットワーク ☎72・6407（半田）/ 企画政策課 ☎37・6115

※家事・育児に取り組む男性をテーマにした「男手（de）子育てチャレンジフォトコンテスト入賞作品巡回展示」を同時開催します。

たけした ま ゆ え ぞえ ち ず こ かわさき ゆう き

2016年４月、５代
目社長に就任。
子育てと仕事が両
立できる環境づく
りを進めている。
３児の母。

子どもの病気で退職
を考えたが、社長から
育児休職を勧められ、
２年３カ月休職。現在
は復職。子どもは元気
に通園している。

ひらまつ病院のワー
クライフバランス推
進員。ワークライフ
バランス委員会の活
動が看護協会より表
彰を受ける。

至大和高速
インター

至
清
水

至唐津

至唐津

小城高校 小城ルーテル
こども園

コンビニ

佐賀
銀行

バス
センター

桜岡
小学校

至
佐
賀
市

本
町
通
り

至
小
城
駅

ワーク (仕事 )に重点を置いてしまう人、
ワーク (仕事 ) もライフ ( 生活 ) も充実したいと思っている人、

働き方を変えて職場を改革したいと思っている人、
ワークライフバランスってなんだろうと思っている人…

ご参加ください♪
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 企画政策課（西館２階）  【担当】池田真・中島　☎37・611５

おぎの地域づくりについてみんなで考えよう！

　
み
ん
な
が
主
役
の
地
域
づ
く

り
・
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
た
め
の
一
歩
と
し
て
、
地
域

づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
る
勉
強

会
を
開
催
し
ま
す
。

　
現
在
、
三
里
地
区
で
は
「
住

民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
進

め
て
い
く
た
め
、
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
設
立
準
備
会
を
立
ち
上

げ
話
し
合
い
を
重
ね
ら
れ
て
い

ま
す
。
経
過
報
告
の
発
表
も
あ

り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

日
時　
１２
月
１３
日
㈬

　
　
　
１９
時
〜
２１
時

場
所　

　
牛
津
公
民
館　
ホ
ー
ル

テ
ー
マ

　
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
協

働
の
地
域
づ
く
り
」

講
師　

　
佐
賀
大
学
全
学
教
育
機
構

　
教
授　
五い

が
ら
し
十
嵐
勉つ
と
む

さ
ん

対
象
者

　
小
城
市
民
、
ま
た
は
小
城
市

に
関
心
の
あ
る
人
。

一
時
保
育

　
希
望
者
は
、
１２
月
８
日
㈮
ま

で
に
企
画
政
策
課
へ
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

パ
ネ
ル
展
示

　
市
民
活
動
団
体
に
よ
る
パ
ネ

ル
展
示
会
を
、
同
時
開
催
し
ま

す
。（
１8
時
〜
２１
時
）

 防災対策課（西館２階）  【担当】右近・友田・手塚　☎37・6119

平成２９年度上半期　自主防災組織の活動実績

　
東
日
本
大
震
災
以
降
、
地
震

や
台
風
、
豪
雨
被
害
に
対
し
、

地
域
防
災
の
強
化
を
目
指
し
、

国
や
県
か
ら
区
域
住
民
主
体
に

よ
る
自
主
防
災
組
織
の
活
動
が

強
く
望
ま
れ
て
い
ま
す
。　

　
ま
た
、
市
で
も
機
会
を
と
ら

え
、
広
く
住
民
の
皆
さ
ん
に
自

主
防
災
活
動
の
普
及
を
呼
び
か

け
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
要
望

の
あ
っ
た
行
政
区
に
出
向
き
、

防
災
出
前
講
座
や
防
災
訓
練
を

実
施
し
て
お
り
、
内
容
も
地
域

の
実
情
に
よ
り
具
体
的
に
配
慮

し
て
い
ま
す
。
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　
こ
の
度
、
平
成
２９
年
度
上
半

期
の
自
主
防
災
組
織
の
活
動
を

紹
介
し
ま
す
。

防
災
活
動
実
績

①
防
災
出
前
講
座　
１１
地
区　

　
参
加
者　
３
１
５
人

②
防
災
訓
練　
３
地
区　

　
参
加
者　
１
６
６
人

③
地
区
防
災
連
絡
会　
４
地
区

　
参
加
者　
7１
人

④
自
主
防
災
組
織
リ
ー
ダ
ー
研
修

　
参
加
者　
１
２
０
人

▲防災訓練▲防災リーダー研修▲地区防災連絡会

小城市ホームページから
検索自主防災

三里まちづくりワークショップの様子
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お知らせ

日
時　
平
成
３０
年
１
月
７
日
㈰

　
受
付
１２
時
／
開
式
１２
時
３０
分

対
象
者

　
平
成
９
年
4
月
２
日
か
ら
平
成

１０
年
4
月
１
日
生
ま
れ
で
市
に
住

民
登
録
が
あ
る
人

※�

対
象
者
に
は
、
１２
月
上
旬
ま
で

に
案
内
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

市
外
に
お
住
ま
い
の
人
へ

　
以
前
市
内
の
学
校
に
在
籍
ま
た

は
卒
業
さ
れ
た
人
で
参
加
を
希
望

さ
れ
る
場
合
は
、
事
前
の
申
し
込

み
が
必
要
で
す
。

申
込
方
法

　
申
込
書
を
E
メ
ー
ル
ま
た
は
参

加
を
希
望
す
る
会
場
の
公
民
館
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
込
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
ほ
か
、

各
公
民
館
に
も
備
え
つ
け
て
い
ま

す
。

※�
参
加
で
き
る
会
場
は
１
会
場
の

み
で
す
。

　

ogikou@
city.ogi.lg.jp

申
込
期
限　
１２
月
８
日
㈮

※
申
込
期
限
を
延
長
し
ま
し
た
。

平成30年 小城市成人式を開催します
小城市ホームページから

検索平成30年　成人式

会場名 場所 連絡先

小城会場 ゆめぷらっと小城 小城公民館　☎73・3215

三日月会場 ドゥイング三日月 三日月公民館　☎72・1616

牛津会場 牛津公民館 牛津公民館　☎37・6143

芦刈会場 あしぱる 芦刈公民館　☎37・6140

 生涯学習課（東館２階） 
【担当】南里・森永　☎37・6132

寒い冬には公民館！
でお勉強

小城市ホームページから
検索公民館　開放

  防災対策課（西館２階） 
【担当】右近・友田　☎37・6119

冬の交通安全
県民運動

　
「
守
ろ
う
交
通
ル
ー
ル　

高
め
よ
う
交
通
マ
ナ
ー
」
を

運
動
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
１２
月

１３
日
㈬
〜
２２
日
㈮
ま
で
「
冬

の
交
通
安
全
県
民
運
動
」
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

《
重
点
目
標
》

① 
追
突
事
故
の
防
止

・
３
秒
間
の
車
間
距
離

・�

３
秒
前
の
進
路
変
更
の
合

図
・�

３０
m
手
前
の
右
左
折
の
合

図

・
３
分
前
の
出
発

② 

早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
（
原

則
ハ
イ
ビ
ー
ム
）
に
よ
る

夜
間
の
交
通
事
故
防
止

③
飲
酒
運
転
の
根
絶

　
冬
季
は
、
日
暮
れ
が
早
く

な
り
視
認
性
が
低
下
す
る
た

め
、
交
通
事
故
が
多
発
す
る

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
交
通

ル
ー
ル
を
守
り
、
交
通
安
全

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

小城市ホームページから
検索交通安全県民運動

　
小
学
生
か
ら
高
校
生
を
対

象
に
、
冬
休
み
期
間
中
（
１２

月
２２
日
〜
１
月
８
日
ま
で
。

た
だ
し
、
年
末
年
始
の
１２
月

２９
日
〜
１
月
３
日
は
除
く
）

公
民
館
の
空
き
室
や
ロ
ビ
ー

を
学
習
室
と
し
て
開
放
し
ま

す
。

　
皆
さ
ん
の
自
己
学
習
を
応

援
し
ま
す
。
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

※�

学
習
室
を
使
え
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
公
民
館
に
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

対
象
者　

　
小
学
生
か
ら
高
校
生

開放する公民館
岩松支館 ☎72・4950
晴田支館 ☎72・4951
三里支館 ☎72・4952
三日月公民館 ☎72・1616
牛津公民館 ☎37・6143
芦刈公民館 ☎37・6140
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後納制度（国民年金保険料の納付可能期間の延長）
を活用ください

　
国
民
年
金
は
、
２０
歳
か
ら
6０

歳
ま
で
の
４０
年
間
、
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
で
、
6５
歳
か
ら
満

額
の
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
で

き
る
制
度
で
す
。

　
し
か
し
、
保
険
料
を
納
め
て

い
な
い
期
間
が
あ
る
場
合
や
、

届
出
を
忘
れ
て
い
た
こ
と
で
国

民
年
金
の
資
格
期
間
が
な
い
場

合
は
、
年
金
の
受
給
額
が
少
な

く
な
っ
た
り
、
年
金
そ
の
も
の

が
受
給
で
き
な
く
な
っ
た
り
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
事
態
に
な
ら
な

い
た
め
に
、
過
去
５
年
で
納
め

ら
れ
な
か
っ
た
保
険
料
は
、
後

納
制
度
を
利
用
す
る
と
納
付
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※�

後
納
制
度
は
申
請
後
、
納
め

ら
れ
る
期
間
を
審
査
し
ま

す
。
審
査
の
結
果
に
よ
っ
て

は
後
納
制
度
を
ご
利
用
い
た

だ
け
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※�

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
を
利
用
す

る
と
、
ご
自
身
の
年
金
記
録

か
ら
後
納
制
度
を
利
用
で
き

る
期
間
が
確
認
で
き
ま
す
。

※�

後
納
保
険
料
の
納
付
申
請
受

付
窓
口
は
、
原
則
年
金
事
務

所
で
す
。別
途
添
付
書
類（
戸

籍
謄
本
な
ど
）
が
必
要
な
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前

に
佐
賀
年
金
事
務
所
に
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

※�

詳
細
は
、「
国
民
年
金
保
険
料

専
用
ダ
イ
ヤ
ル
」
ま
た
は
佐

賀
年
金
事
務
所
へ
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

※�

問
い
合
わ
せ
の
際
は
、
基
礎

年
金
番
号
が
分
か
る
も
の
を

ご
用
意
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

◦
国
民
年
金
保
険
料
専
用

　
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
・
０
１
１
・
０
５
０

・
月
～
金
曜
日

　
８
時
３０
分
～
1７
時
1５
分

　
※
月
曜
日
は
1９
時
ま
で

・�

第
２
土
曜
日

　
９
時
３０
分
～
16
時

◦ 

日
本
年
金
機
構

　
佐
賀
年
金
事
務
所

☎
３1
・
４
１
９
１

 国保年金課（西館１階）  【担当】後藤・塚元　☎37・6101

後納制度が利用できるのは平成30年９月までです。

対象と思われる人は問い合わせください。

さかのぼって納めることができます！！

※すでに老齢基礎年金を受給している人や、65歳以上で老齢基礎年金の
　受給権をお持ちの人は納めることができません。

通常は過去２年分 後納制度の利用で３年分延長

　
市
民
の
基
本
的
人
権
の
擁
護

の
た
め
に
、
大
き
な
役
割
を
果

た
す
人
権
擁
護
委
員
に
、
田た

中な
か

康や
す
教の
り
さ
ん
（
三
日
月
町
）
が
新

た
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
法
務
大
臣

か
ら
委
嘱
を
受
け
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
人
権
相
談
（
本
誌
２９

ペ
ー
ジ
）
や
子
ど
も
た
ち
へ
の

人
権
教
室
な
ど
、人
権
を
守
り
、

考
え
を
広
め
る
活
動
を
さ
れ
て

い
ま
す
。

任
期　

　
平
成
２９
年
１０
月
１
日
〜
平
成

３２
年
１２
月
３１
日

 人権・同和対策室（西館１階）  【担当】西村・千々和　☎37・6136

人権擁護委員　〜あなたのまちの相談パートナー〜

田中康教さん▲人権教室の様子
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中学生じんけん啓発ポスター・作文　入賞者中学生じんけん啓発ポスター・作文　入賞者

中学生じんけん啓発ポスター中学生じんけん啓発ポスター 特選

全国中学生
人権作文
コンテスト
（小城市入賞者）

全国中学生
人権作文
コンテスト
（小城市入賞者）

お知らせ

 人権・同和対策室（西館１階）  【担当】西村・千々和　☎37・6136
じんけんふれあい講演会

平成28年度�入賞者▶

辻
つじ

　絵
え

梨
り

南
な

（牛津中）

堀
ほり

　　　栞
しおり

（牛津中）

成
なり

富
どみ

　稀
き さ ら

咲（牛津中）

小
こ

宮
みや

　聖
い ぶ き

稀（牛津中）

稲
いな

富
どみ

　わこ（牛津中）

古
こ

賀
が

　鈴
すず

奈
な

（芦刈観瀾校）

辻
つじ

　　礼
れい

奈
な

（芦刈観瀾校）

鹿
か の え

江　陽
ひ

菜
な

（芦刈観瀾校）

田
た

中
なか

　輝
き

星
ら

（芦刈観瀾校）

西
にし

村
むら

凌
りょうたろう

太朗（芦刈観瀾校）

田
た

口
ぐち

　　鈴
りん

（小城中）

丸
まる

山
やま

　梨
り

香
か

（小城中）

諸
もろ

隈
くま

　瑞
みず

季
き

（小城中）

兵
ひょう

動
どう

　凜
りん

子
こ

（小城中）

樋
ひ

口
ぐち

　愛
あい

梨
り

（小城中）

秋
あき

永
なが

　真
ま

花
はな

（小城中）

本
ほん

多
だ

　莉
り

奈
な

（小城中）

末
すえ

岡
おか

　響
ひび

樹
き

（小城中）

三
さんのみや

宮　　綾
あや

（小城中）

中
なか

島
しま

　寛
かん

太
た

（小城中）

金
かな

丸
まる

　晃
あき

子
こ

（小城中）

【入選】

田
た

口
ぐち

　　鈴
りん

（小城中）

萩
はぎ

原
わら

　真
ま

紘
ひろ

（小城中）

中
なか

尾
お

　由
ゆ

萌
め

（小城中）

松
まつ

永
なが

　知
ち

恵
え

（小城中）

泉
いずみ

　　舞
まい

華
か

（小城中）

辻
つじ

　　彩
あや

佳
か

（三日月中）
田
た

口
ぐち

　祥
さき

（小城中）
内
うち

田
だ

　雅
まさ

人
と

（小城中）
江
え

嶋
じま

　美
み

咲
さき

（三日月中）

　会場のロビーに、じんけん啓発ポスターの掲示を行い
ます。表彰式では作文入賞者の中から代表者１人が発表
を行います。
　皆さんの来場をお待ちしています。

松
まつ

本
もと

　萌
もえ

菜
な

（三日月中）

渡
わた

邊
なべ

　結
ゆい

菜
な

（三日月中）

古
こ

賀
が

　帆
ほ の か

栞（三日月中）

曲
まがり

渕
ふち

　咲
さ

樹
き

（三日月中）

阿
あ

部
べ

久
く

瑠
る

美
み

（三日月中）

みんなで築こう　人権の世紀
〜考えよう　相手の気持ち　未来へつなげよう　違いを認め合う心〜

日時　1２月10日（日）  13時30分〜1５時4５分（開場 13時）
場所　ドゥイング三日月
演題　「はじめてのLGBT」
講師　杉

すぎ
山
やま
�文
ふみ
野
の
さん

　　　（特定非営利活動法人　東京レインボープライド　共同代表理事）

入場無料

※講演会の開始前に『中学生じんけん啓発ポスター・作文』入賞者の表彰式・作文発表を行います。
　（13時30分〜）

12月４日〜10日は
人権週間
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工事名等 指名業者等 落札業者 落札決定額 
(うち消費税相当額)

予定価格 
(うち消費税相当額) 落札率 入札執行課

平成29年度 市営住宅建替事業
牛津団地　外構２期工事

服巻建設㈱、㈱エグチ・ビルド、
㈱中島工務店、モロドミ建設㈱

服巻建設㈱
46,764,000
(3,464,000)

48,232,800
(3,572,800)

96.95

財政課 
☎37・6117

平成29年度　農業基盤整備
促進事業　小城第３地区
前満江水路３工区整備工事

西岡建設㈱、㈱下村建設、㈱エグチ・ビルド、
㈱政工務店、㈱城南建設、岡本建設㈱、
㈱大義建設、㈱中島工務店、㈱久保建設

㈱下村建設
25,920,000
(1,920,000)

26,913,600
(1,993,600)

96.31

平成29年度　スマート
インターチェンジ整備事業
高速道路接続線付帯工事

㈱大義建設
73,224,000
(5,424,000)

75,189,600
(5,569,600)

97.39

平成29年度　道路新設改良事業
牛津駅南線道路改良工事 ㈱久保建設

31,428,000
(2,328,000)

32,400,000
(2,400,000)

97.00

平成29年度　社会資本整備総合交付金
（都市再生整備小城中心拠点地区）
桜岡小学校　下水道接続及び外構工事 服巻建設㈱、㈱エグチ・ビルド、岡本建設㈱、

㈱中島工務店、㈱古賀木材センター

㈱エグチ・ビルド
16,632,000
(1,232,000)

17,161,200
(1,271,200)

96.92

平成29年度　市営住宅建替事業
牛津団地　集会所工事 ㈱エグチ・ビルド

31,428,000
(2,328,000)

32,551,200
(2,411,200)

96.55

平成29年度　三日月特定環境
保全公共下水道事業
三日月浄化センター設備工事

鹿島建設㈱ 九州支店、㈱九電工 佐賀支店
鹿島建設㈱
九州支店

448,200,000
(33,200,000)

479,779,200
(35,539,200)

93.42 下水道課 
☎37・6122

 人権・同和対策室（西館１階）  【担当】西村・千々和　☎37・6136

　私たちは、いつの時代も人間関係に悩みます。
最近は、多くの人が自分とは異なる価値観を受け
入れることが、なかなかできない世の中であるよ
うな気がしています。
　以前、人権講座に参加した時に、「人はみんな十
人十色、色んな個性があるように、その分、色ん
な価値観がある」というお話をされていました。
　生まれてきた環境、何が好きか、何が得意なの
か、何を大切にしているのかは、人それぞれでみ
んな違っています。また、一人一人異なる考え方
や価値観を持っています。
　その中で、「自分の考え方がすべて」ではなく、
自分とは違う考え方に対しても、「そういう捉え方
もあるのか」と、理解を示すことが大切ではない

でしょうか。誰でも、人から否定されるより、理
解されたり共感される方が嬉しいはずです。
　誰一人としてこの世に同じ人はいないはずで
す。一人一人をかけがえのない存在として認め合
うためには、しっかりと相手の意見に耳を傾け、
相手の気持ちになって言葉を発したり、行動する
ことが大切ではないでしょうか。
　法務省の人権啓発活動のキャッチコピーは「み
んなで築こう人権の世紀～考えよう　相手の気持
ち　未来へつなげよう　違いを認め合う心～」で
す。みんなの思いやりの心で、それぞれの違いを
大切にする地域にして
いきましょう。

社会教育指導員　坂口　泉

「それぞれの違いを大切に」

（10月入札分で予定価格が1,000万円を超えるもの） （単位：円、％）

 財政課（西館２階）  【担当】古賀・野中　☎37・6117

入札結果を公表します 小城市ホームページから
検索入札結果

※入札結果は、市ホームページでも公表しています。
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お知らせ

平
成
28
年
度

小
城
市
の
家
計
簿

決
算
報
告

　
平
成
28
年
度
の
小
城
市
の
決
算
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
普
通
会
計

の
決
算
を
も
と
に
家
計
に
例
え
て
み
ま
し
た
の
で
、
一
緒
に
見
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

　

市
の
平
成
28
年
度
普
通
会
計
決
算

額
を
１
カ
月
の
家
計
に
例
え
て
み
る

と
、
小
城
家
の
１
カ
月
の
収
入
は
46

万
７
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

収
入
で
は
、
主
に
、
給
料
や
雑
収

入
（
寄
附
金
）
が
増
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
小
城
家
の
給
料
（
市
税
）

が
増
え
た
こ
と
や
寄
附
金
（
ふ
る
さ

と
応
援
寄
附
金
）
が
増
え
た
こ
と
に

よ
る
も
の
で
す
。

　

一
方
、
親
か
ら
の
援
助
や
新
た
な

借
入
金
は
減
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

家
の
増
改
築
（
ま
ち
な
か
市
民
交
流

プ
ラ
ザ
）
が
完
了
し
た
こ
と
な
ど
に

よ
る
も
の
で
す
。

　

支
出
で
は
、
主
に
、
医
療
費
・
教

育
費
等
（
扶
助
費
）
や
光
熱
水
費
・

消
耗
品
等
（
物
件
費
）
な
ど
が
増
え

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
障
が
い
者
や
高

齢
者
に
対
す
る
支
援
費
用
、
寄
附
金

に
対
す
る
お
礼
の
品
が
増
え
た
こ
と

に
よ
る
も
の
で
す
。

　

一
方
、
家
の
増
改
築
費
用
（
投
資

的
経
費
）
は
大
き
く
減
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
家
の
増
改
築
（
ま
ち
な
か

市
民
交
流
プ
ラ
ザ
）
が
完
了
し
た
こ

と
に
よ
る
も
の
で
す
。

その他の交付金
9億2,998万円（４%）

諸収入・分担金・負担金
6億5,498万円（３%）

繰越金
2億8,226万円（１%）

使用料および手数料
1億8,491万円（１%）

寄附金
15億8,248万円（７%）

財産収入
1億8,777万円（１%）

繰入金
1億756万円（１%）

市債
15億1,560万円
（７%）

国・県支出金
42億4,370万円
（20%）

地方交付税
73億3,575万円（35%）

市税
42億4,249万円（20％）

歳入
依
存
財
源

自主
財
源

66％

34％

２1２億6,748万円歳入総額

小城家の１カ月の収入の内訳
収入 増減率

給料（市税） 93,205 3.0％

親からの援助
（国・県支出金など） 274,824 1.7％

雑収入（諸収入・寄附金など） 57,343 6.9％

貯金の取崩し（繰入金） 2,363 62.6％

前月からの繰越金
（繰越金） 6,201 14.6％

新たな借入金（地方債） 33,297 46.6％

合計 467,233

　市の普通会計決算を家計に置き換えました。１カ
月分の家計の収入と支出を、市民１人当たりの金額
に置き換えると次のようになります。
※�普通会計決算額を市の人口（平成29年３月31日）で割ってい
ます。

（収入）−（支出）の12,978円　　　を翌月へ繰り越します。　　　

平成29年３月31日　住民基本台帳人口　45,518人

普通会計　歳入の内訳

小城家の家計簿
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各会計の決算収支
平成28年度会計別決算

※�平成28年度決算報告（普通会計）のグラフと上記の普通会
計の小計が合わないのは、普通会計間のやり取り（繰入繰出）
がなかったもの（相殺）として処理しているためです。

会計名 歳入決算額（収入）歳出決算額（支出）

普
通
会
計

一般会計 212億6,878万円 206億7,875万円

授産場特別会計 2,198万円 2,131万円

小計 212億9,076万円 207億6万円

特
別
会
計

簡易水道特別会計 985万円 814万円

下水道特別会計 23億2,860万円 22億5,815万円

国民健康保険特別会計 60億176万円 60億8,036万円

後期高齢者医療特別会計 4億9,988万円 4億9,299万円

小計 88億4,009万円 88億3,964万円

合　　計 301億3,085万円 295億3,970万円

公
営
企
業
会
計

病院事業会計 12億8,398万円 13億3,177万円

水道事業会計 4億9,726万円 3億3,772万円

２06億7,677万円歳出総額

その

他
の
経
費

義務
的
経
費

38％ 48％

歳出

積立金　3,810万円（０％） 歳計剰余金
5億9,071万円（３％）投資・出資金・貸付金

1億1,519万円（０％）
維持補修費
9,359万円（０％）

繰出金
25億7,303万円
（12％）

補助費等
18億742万円
（９％）

物件費
35億4,642万円
（17％）

投資的経費
22億4,249万円（11％）

人件費
33億8,120万円
（16％）

扶助費
42億1,401万円
（20％）

公債費
26億6,533万円
（12％）

小城家の１カ月の支出の内訳
支出 増減率

食費（人件費） 74,283 0.7％

医療費、教育費等（扶助費） 92,579 7.6％

ローンの返済（公債費） 58,555 9.2％

光熱水費・消耗品等
（物件費） 77,912 6.0％

自治会費、クラブ会費等
（補助費など） 39,708 3.9％

子どもへの仕送り（繰出金） 56,528 4.4％

家の修繕費（維持補修費） 2,056 23.1％

友達へ貸したお金
（投資・出資金・貸付金） 2,531 19.2％

貯金（積立金） 837 80.6％

家の増改築費用
（投資的経費） 49,266 41.2％

合計 454,255

（収入）−（支出）の12,978円　　　を翌月へ繰り越します。　　　

用語説明
《歳入》

市 税 市民税や固定資産税など市に納められたお金

諸収入・分担金・負担金 貸付金の返済や特定の事業に対し利益を得た者
からもらうお金

繰 越 金 前年度から繰り越されたお金

使 用 料・ 手 数 料 公営住宅の家賃や住民票の発行などで納められ
たお金

寄 附 金 ふるさと応援寄附金などの寄附金

財 産 収 入 市が持っている建物や土地の貸付などで入って
きたお金

繰 入 金 基金などから繰り入れたお金

地 方 交 付 税 国税（所得税、法人税、酒税など）の一部から
一定の割合の金額を配分されたお金

地 方 債 資金調達のために借りた借金

国・ 県 支 出 金 市が行う特定の事業に対して国や県から交付さ
れたお金

自 主 財 源 市が自ら調達できる収入

依 存 財 源 国や県の決定や割り当てによって交付される収
入。市独自で収入額を決められない

《歳出》
人 件 費 職員給与や議員報酬などのお金

扶 助 費 生活保護費、児童手当、障がい者への支援に使
われたお金

公 債 費 これまで借り入れたお金の返済に使われたお金

投 資 的 経 費 建物や道路などのインフラ整備に使うお金

物 件 費 業務を行う上で必要な事務費

補 助 費 等 各団体などへの補助金や負担金

繰 出 金 特別会計などに繰り出すお金

維 持 補 修 費 市が管理する施設や道路を維持・補修するお金

投資・出資金・貸付金 市が財産を有効に運用するためのお金

積 立 金 基金へ積み立てたお金

歳 計 剰 余 金 歳入総額から歳出総額を差し引いたお金
※歳出総額には、歳計剰余金は入りません

※歳出総額には、歳計剰余金は入りません

普通会計　歳出の内訳
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小城市ホームページから 検索平成28年度決算報告

お知らせ

平成28年度に実施した　　主な事業を紹介します

小城市の貯金と借入金（５年分）

0
50
100
150
200
250
300
350

0

50

100

150

200

250

（億円） 平成24年度

194億7,684万円 196億7,234万円 200億6,224万円 200億174万円 201億6,862万円

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

339億4,702万円331億2,329万円 343億5,635万円 343億3,011万円 348億2,020万円

※水道事業会計、
　病院事業会計は除く。（億円） 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

一般会計 簡易水道特別会計 下水道特別会計

貯金（年度末残高）

借入金（年度末残高）

財政調整基金 減債基金
公共施設整備基金 その他特定目的基金

　市の貯金は、201億6,862万円
となり、前年度より１億6,688万
円増加しました。また、借入金
は前年度より８億7,318万円減り
339億4,702万円となりました。
　今後も一般会計では、義務教育
施設の改築や広域清掃センターの
建設などを計画しています。下水
道事業についても、平成45年ま
での整備を計画しています。こう
したことから、小城市の貯金は今
後減少していくものと考えられま
す。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課 牛津拠点地区市街地活性化推進事業 324万円

　小城市都市計画マスタープランに基づき、産学官民
連携による協議会の設置やワークショップを行い、牛
津拠点地区の市街地を対象とした「牛津拠点地区市街
地活性化基本構想」を策定しました。

大学誘致周辺環境整備事業 ５,078万６千円

　西九州大学看護学部の開学に伴い、大学建設地の周
辺環境整備のため、小城公園駐車場の整備、市道桜
岡小学校・鯖岡線の測量設計、桜岡小学校プールおよ
び旧桜岡支館の解体工事を行いました。

健
康
増
進
課

健康都市宣言事業 11５万２千円

　市民の健康への意識を高め、みんなで取り組む「歩
くまち」を目指すため、小城市全体で行うラジオ体操
会で健康都市宣言を行い、「Ａ

あ
Ｒ
る
Ｋ
く
マップ」や「あーも！

体操」の普及啓発を行いました。

社
会
福
祉
課

低所得者の高齢者向け年金生活者等支援臨時
福祉給付金支給事業 １億1,874万４千円

　一億総活躍社会の実現に向け、賃金引上げの恩恵
が及びにくい高齢者を支援するため、対象者１人につき
３万円を支給しました。

協働による地域の自治機能向上事業
 ５9万５千円

　住民自らが地域の課題に向き合い、行政と一体となっ
てまちづくりを進めるため、三里地区と岩松地区で「協
働によるまちづくりワークショップ」を開催しました。

資源磨き構想基本計画策定事業 1,397万円

　牛津総合公園および牛津保健福祉センター「アイル」
周辺を拠点とした健康のまちづくりを推進するために、
民間の資金やノウハウを活かしたＰＰＰ／ＰＦＩなどの官
民連携が可能かどうかの調査・検討を行いました。

企
画
政
策
課

証明書コンビニ交付事業 1,078万３千円

　個人番号カードの利用者用電子証明書を用いて、コン
ビニエンスストアに設置のマルチコピー機で住民票、住
民票記載事項証明書、印鑑登録証明書、所得課税証
明書を交付できるようにしました。

市
民
課

天山地区共同環境組合事業（建設） 1億28万円

　可燃ごみ焼却施設の建設、維持管理および施設の運
営を多久市と共同で行うため、これに必要な費用を負
担しました。

環
境
課
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 財政課（西館２階）  【担当】久保・野田　☎37・6117

平成28年度に実施した　　主な事業を紹介します

指標からみる財政状況
【経常収支比率】
使途を制限されない経常的な収入（地方税、普通交付税などの
毎年収入される性質のもの）に対する経常的な支出（人件費、
公債費、扶助費などの毎年経常的に支出されるもの）の割合です。
この割合が低いほど自由に使えるお金があることになります。

【実質公債費比率】
借入金（地方債）の返済額およびこれに準ずる額の大きさを示
す指標で、一般会計等が負担する元利償還金等の標準財政規模
に対する比率です。この割合が高くなると借入金が制限される
ことになります。

【財政力指数】
地方公共団体の財政力を示す指標です。財政力指数が高いほど
自主財源（地方公共団体が自ら調達できる財源）の割合が高く、
財政力が強いことになります。これが１を超えると、普通交付
税は交付されなくなります。

平成28年度 平成27年度

経常収支比率
財政の弾力性
（ゆとり）の指標

88.8％ 86.3％

実質公債費比率
借金返済の割合 4.9％ 6.6％

財政力指数
自前の財源の割合
（３カ年平均）

0.41 0.42

市税徴収率
（現年課税分） 99.1％ 98.9％

教
育
総
務
課

桜岡小学校プール改築事業
 ２億2,５34万４千円

　昭和49年に建設し老朽化・劣化しており、安全性の
確保と教育環境の改善のために、新しくプールを改築し
ました。

放課後児童健全育成事業 １億2,376万円

　保護者が労働などにより昼間家庭にいない小学生に
対し、授業終了後に遊びや生活の場を提供するため、
５クラブを増設し、小学５年生までを受け入れました。

牛津小学校施設大規模改造事業
 １億4,3５５万１千円

　経年により老朽化しているため平成30年度までに改
修予定で、今年度は仮設校舎の建設および校舎南棟東
側を整備しました。

生
涯
学
習
課

三日月体育館改修事業 ２億3,172万６千円

　昭和61年に建設し、老朽化していたため、屋根、天
井や外壁劣化部などの改修工事を行いました。

砥川・学校地域連携推進事業 330万６千円

　地域と学校のつながりの場をつくり、地域全体で子
どもたちの成長を支えていくため、砥川小学校体育館
２階に砥川地域連携室を設置し、支援員を配置しました。

農
林
水
産
課

林業施設災害復旧事業 1,５41万６千円

　６月の梅雨前線豪雨により被災した林道天山線や川
内線の復旧工事を行い、林道機能を回復しました。

建
設
課

市営住宅建替事業 ２億５,299万７千円

　牛津駅南地区に、鉄筋コンクリート造、４階建ての市
営牛津団地２号棟の整備を行いました。

保
育
幼
稚
園
課

保育園幼稚園民営化事業（芦刈幼稚園）
 ２億3,293万４千円

　「小城市公立保育園・幼稚園の再編計画」により、
平成29年度から民営化する芦刈幼稚園を引き継ぐため
に、事業者が実施する施設整備などの費用に対し補助
金を交付しました。

農
村
整
備
課

農業基盤整備促進事業 7,５５５万３千円

　農業競争力の強化を図るため、農業基盤整備として、
暗
あん
渠
きょ
排水整備、水路整備などを行いました。
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